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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】透過型としての利用時及び反射型としての利用
時の双方において画質劣化を防止することが可能な液晶
表示装置を提供すること。
【解決手段】本発明の液晶表示装置１は、互いに対向し
て配置された第１及び第２基板１１，２１と、第１基板
１１の第２基板２１との対向面上で縦横に配列した複数
の画素電極１９と、第２基板２１の第１基板１１との対
向面に設けられた共通電極２４と、画素電極１９と共通
電極２４との間に介在した液晶層４とを具備し、画素電
極１９のそれぞれは透明導電膜１８を備えた透過部１９
ａと反射導電膜１８を備えた反射部１９ｂとを第１基板
１１上に並置した構造を有し、画素電極１９のそれぞれ
において透明導電膜１８と反射導電膜１７とは互いに電
気的に接続され、反射導電膜１７の第２基板２１側の表
面は透明導電膜１８の材料と同一の材料からなる透明導
電膜１８で被覆されたことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  互いに対向して配置された第１及び第２
基板と、
前記第１基板の前記第２基板との対向面上で縦横に配列
した複数の画素電極と、
前記第２基板の前記第１基板との対向面に設けられた共
通電極と、
前記複数の画素電極と前記共通電極との間に介在した液
晶層とを具備し、
前記複数の画素電極のそれぞれは透明導電膜を備えた透
過部と反射導電膜を備えた反射部とを前記第１基板上に
並置した構造を有し、前記複数の画素電極のそれぞれに
おいて前記透明導電膜と前記反射導電膜とは互いに電気
的に接続され、前記反射導電膜の前記第２基板側の表面
は前記透明導電膜の材料と同一の材料からなる透明導電
膜で被覆されたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記透過部の透明導電膜及び前記反射導
電膜を被覆した透明導電膜は透明導電性酸化物を含有し
たことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記反射導電膜は銀を含有したことを特
徴とする請求項１または請求項２に記載の液晶表示装
置。
【請求項４】  前記透過部の透明導電膜及び前記反射導
電膜を被覆した透明導電膜はＩＴＯを含有し、前記反射
導電膜は銀を含有したことを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項５】  前記第１基板の前記液晶層側に対して裏
面側に光源をさらに具備したことを特徴とする請求項１
乃至請求項４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に係
り、特には、透過型、反射型、及びそれらの併用型とし
て利用可能な液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、携帯電話やポケットベル（登録商
標）のような携帯端末の表示装置は、数字や文字などの
単純なキャラクタ表示が可能であれば十分であった。し
かしながら、近年のＩＴ技術の飛躍的な発展に伴い、携
帯端末の分野でも、軽薄短小及び低消費電力であり且つ
高詳細カラー画像を表示可能な表示装置の実用化への要
望が高まっている。
【０００３】そのような要求を満足する表示装置として
は、反射透過両用型のアクティブマトリクス式カラー液
晶表示装置が有力視されており、これは既に実用化され
つつある。例えば、特開平１１－３１６３８２号公報
は、各画素電極を光透過性の導電層と光反射性の導電層
とで構成した液晶表示装置を開示している。この液晶表
示装置によれば、日中の屋外のような高照明環境では反
射式として、夜間などのような暗所ではバックライトを
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用いて透過式として利用することができ、したがって、
あらゆる照度環境でも表示画像を視認可能となる。
【０００４】しかしながら、そのような液晶表示装置で
は、透過型としての利用時に焼き付き、白ズミ、フリッ
カ（ちらつき）などの画質劣化が生じるのを防止すべく
対処した場合には反射型としての利用時に画質劣化を防
止することができず、反射型としての利用時に画質劣化
が生じるのを防止すべく対処した場合には透過型として
の利用時に画質劣化を防止することができないことが判
明した。すなわち、上記の液晶表示装置では、透過型と
しての利用時及び反射型としての利用時の双方において
画質劣化を防止することができなかった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記問題点
に鑑みて為されたものであり、透過型としての利用時及
び反射型としての利用時の双方において画質劣化を防止
することが可能な液晶表示装置を提供することを目的と
する。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明は、互いに対向して配置された第１及び第２
基板と、前記第１基板の前記第２基板との対向面上で縦
横に配列した複数の画素電極と、前記第２基板の前記第
１基板との対向面に設けられた共通電極と、前記複数の
画素電極と前記共通電極との間に介在した液晶層とを具
備し、前記複数の画素電極のそれぞれは透明導電膜を備
えた透過部と反射導電膜を備えた反射部とを前記第１基
板上に並置した構造を有し、前記複数の画素電極のそれ
ぞれにおいて前記透明導電膜と前記反射導電膜とは互い
に電気的に接続され、前記反射導電膜の前記第２基板側
の表面は前記透明導電膜の材料と同一の材料からなる透
明導電膜で被覆されたことを特徴とする液晶表示装置を
提供する。
【０００７】本発明において、透過部の透明導電膜及び
反射導電膜を被覆した透明導電膜は、例えば、透明導電
性酸化物を含有することができる。すなわち、それら透
明導電膜は、インジウムと錫との合金酸化膜のような透
明導電性酸化物膜であってもよい。
【０００８】本発明において、反射導電膜は金属材料を
含有することができる。そのような金属材料としては、
例えば、銀のように反射層として一般に利用されている
金属、モリブデン、タングステン、及びタンタルなどの
ような耐火金属、並びに、それらの合金などを挙げるこ
とができる。
【０００９】本発明の液晶表示装置は、第１基板の第２
基板との対向面上に複数の画素電極にそれぞれ電気的に
接続された複数のスイッチング素子をさらに具備してい
てもよい。
【００１０】また、本発明の液晶表示装置は、第１基板
の液晶層側に対して裏面側に光源をさらに具備していて
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もよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態につい
て、図面を参照しながら詳細に説明する。なお、各図に
おいて、同様または類似の構成要素には同一の参照符号
を付し、重複する説明は省略する。
【００１２】図１は、本発明の一実施形態に係る液晶表
示装置を概略的に示す断面図である。図１に示す液晶表
示装置１は、透過型、反射型、及びそれらの併用型とし
て利用可能なカラー型液晶表示装置であって、アクティ
ブマトリクス基板２と対向基板３とを対向させ、それら
基板２，３間に液晶層４を介在させた構造を有してい
る。これら基板２，３間の周縁部には、液晶材料を注入
するための注入口（図示せず）を除いて接着剤層（図示
せず）が設けられており、その注入口は封止剤を用いて
封止されている。また、この液晶表示装置１の両面には
λ／４波長板５及び偏光板６がそれぞれ貼り付けられて
おり、その背面側には光源としてバックライト７が配置
されている。
【００１３】なお、図中、矢印３１，３２は、光源から
の光が液晶層４に入射し、その後、観察者側に出射され
る様子を描いている。すなわち、矢印３１は液晶表示装
置１を透過型として利用した場合の光の進行方向を示
し、矢印３２は液晶表示装置１を反射型として利用した
場合の光の進行方向を示している。
【００１４】図１に示す液晶表示装置１において、アク
ティブマトリクス基板２は、ガラス基板のような透明基
板１１を有している。透明基板１１上には、アドレス線
１３などの配線及びそれらを被覆する層間絶縁膜１４が
形成されている。層間絶縁膜１４上にはスイッチング素
子１５及びそれを埋め込む透明樹脂層１６が形成されて
おり、透明樹脂層１６上にはＴＦＴ１５に電気的に接続
された反射導電層１７、透明導電層１８、及び図示しな
い配向膜が順次積層されている。
【００１５】対向基板３は、ガラス基板のような透明基
板２１を有している。透明基板２１上には、ブラックマ
トリクス２２及びカラーフィルタ層２３が形成されてお
り、それらの上には透明導電層である共通電極２４及び
図示しない配向膜が順次積層されている。
【００１６】図２は、図１に示す液晶表示装置１で利用
可能な構造の一例を概略的に示す斜視図である。図２で
は、基板１１上で縦横に配列した６つの画素電極１９が
描かれている。各画素電極１９は、透過部１９ａとそれ
を取り囲んだ反射部１９ｂとを有している。本実施形態
では、透明導電層１８の反射導電層１７上に位置してい
ない部分で透過部１９ａを構成し、反射導電層１７と透
明導電層１８の反射導電層１７上に位置した部分との積
層体で反射部１９ｂを構成する。
【００１７】透過部１９ａ及び反射部１９ｂの形状に特
に制限はなく、様々な形態をとり得る。例えば、図２に
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示すように、反射部１９ｂで透過部１９ａを取り囲んだ
形状としてもよい。通常、画素周辺部には信号線やアド
レス線などの不透明な配線が配置されるため、図２に示
すような形状とした場合、光利用効率の観点で有利であ
る。
【００１８】次に、図１及び図２を参照して説明した液
晶表示装置１の各構成要素について説明する。
【００１９】アクティブマトリクス基板２に形成するア
ドレス線１３などの配線は、例えば、アルミニウム、モ
リブデン、及び銅などの金属材料を含有している。スイ
ッチング素子１５は、例えば、アモルファスシリコンや
ポリシリコンを半導体層とし、アルミニウム、モリブデ
ン、クロム、銅、及びタンタルなどをメタル層としたＴ
ＦＴであり、層間絶縁膜１４や透明樹脂層１８を介して
上記配線並びに画素電極１９と接続されている。アクテ
ィブマトリクス基板２では、このような構成により、所
望の画素電極１９に対して選択的に電圧を印加すること
を可能としている。
【００２０】層間絶縁膜１４は透明樹脂のような絶縁性
の透明材料からなる。層間絶縁膜１４及び透明樹脂層１
８は、例えば、感光性樹脂などを用いて形成することが
できる。層間絶縁膜１４及び透明樹脂層１８にはコンタ
クトホールが設けられており、上記配線とスイッチング
素子との間の電気的接続及びスイッチング素子１５と画
素電極１９との間の電気的接続は、これらコンタクトホ
ールを介して為される。
【００２１】画素電極１９の一部を構成する透明導電層
１８及び共通電極２４は、透明導電材料からなる。透明
導電層１８及び共通電極２４に使用可能な透明導電材料
としては、例えば、ＩＴＯのような透明導電性酸化物な
どを挙げることができる。透明導電層１８及び共通電極
２４は、例えばスパッタリング法などにより形成するこ
とができる。
【００２２】画素電極１９の他の部分を構成する反射導
電層１７は、金属材料を含有することができる。そのよ
うな金属材料としては、例えば、銀やアルミニウムのよ
うに反射層として一般に利用されている金属を挙げるこ
とができる。なお、化学的安定性の観点から、アルミニ
ウムとＩＴＯとは互いに接触させずに、それらの間に、
モリブデン、タングステン、及びタンタルなどのような
耐火金属、或いは、それらの合金などを介在させてもよ
い。反射導電層１７は、例えばスパッタリング法などに
より形成することができる。
【００２３】反射導電層１７の液晶層４側の表面は凹凸
構造を有していてもよい。この場合、液晶表示装置１を
反射型として利用する際により広い視野角を実現するこ
とができる。なお、そのような凹凸構造は、例えば、以
下の方法により形成することができる。すなわち、ま
ず、反射導電層１７の成膜前に、樹脂を用いて多数の柱
状体を形成する。次いで、それら柱状体を加熱して適度
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にメルトさせ、凹凸表面を有する下地を形成する。その
後、この下地上に反射導電層１７を成膜することによ
り、液晶層４側の表面に凹凸構造を有する反射導電層１
７が得られる。
【００２４】ブラックマトリクス２２は、例えば、カー
ボン微粒子のような黒色顔料や黒色染料と感光性樹脂と
の混合物を用いて形成することができる。
【００２５】カラーフィルタ層２３は、例えば、画素電
極１９に対応してストライプ状に設けられた赤色、緑
色、青色の着色層で構成されている。これら着色層は、
感光性樹脂とそれぞれの色に対応した着色顔料或いは着
色染料とを含有する混合物を用いて形成することができ
る。
【００２６】図示しない配向膜は、ポリイミドなどの透
明樹脂からなる薄膜にラビング処理等の配向処理を施す
ことにより形成され得る。
【００２７】さて、上記の液晶表示装置１では、透過型
としての利用時及び反射型としての利用時の双方におい
て画質劣化を防止することが可能である。以下に、その
理由を説明する。
【００２８】液晶層４を構成する液晶材料は有機材料で
あるため、直流電圧を印加し続けると液晶分子が電気分
解し、その結果、寿命が著しく低下してしまう。そのた
め、画素電極１９と共通電極２４との間に印加する電圧
は交流波形とするのが通常である。
【００２９】ここで、液晶駆動のための交流振幅電圧値
の正極側をＶ

1
，負極性側をＶ

2
とし、共通電極２４の電

圧をＶ
com
とすると、実際に液晶層４に印加される交流

電圧の正極性電圧Ｖ（＋）はＶ（＋）＝Ｖ
1
－Ｖ

com
で表

され、交流電圧の負極性電圧Ｖ（－）はＶ（－）＝Ｖ

com
－Ｖ

2
で表される。

【００３０】通常、｜Ｖ（＋）｜＝｜Ｖ（－）｜となる
ようにＶ

com
を調節する。これは、｜Ｖ（＋）｜≠｜Ｖ

（－）｜とした場合、液晶印加電圧に直流成分が発生
し、結果、焼き付き、白ズミ等、フリッカー（ちらつ
き）等の画質劣化を生ずるためである。以下、｜Ｖ
（＋）｜＝｜Ｖ（－）｜を満足するＶ

com
を最適Ｖ

com
と

呼ぶこととする。
【００３１】図３は、従来の液晶表示装置を概略的に示
す断面図である。図３に示す液晶表示装置は、反射導電
層１７が透明導電層１８で被覆されていないこと以外
は、図１に示す液晶表示装置１とほぼ同様の構造を有し
ている。なお、図３に示す液晶表示装置１では、透明導
電層１８及び反射導電層１７が、図２に示す透過部１９
ａ及び反射部１９ｂにそれぞれ対応している。
【００３２】通常、上述した直流成分の発生に基づく画
質劣化を防止する為には、Ｖ

com
の最適Ｖ

com
からの逸脱

は±０．１Ｖの範囲にとどめる必要がある。すなわち、
反射部１９ｂに関する最適Ｖ

com
をＶ

com1
、透過部１９

ａに関する最適Ｖ
com
をＶ

com2
とすると、Ｖ

com1
及びＶ
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com2
の双方が最適Ｖ

com
から±０．１Ｖの範囲内にある

ことが求められる。
【００３３】しかしながら、図３に示す従来の液晶表示
装置１では、Ｖ

com1
とＶ

com2
との差が０．２Ｖよりも大

きい。そのため、Ｖ
com1
を最適Ｖ

com
に対して±０．１

Ｖの範囲内とした場合には、Ｖ
com2
が最適Ｖ

com
に対し

て±０．１Ｖの範囲内から逸脱し、その結果、反射部１
９ｂの位置で、焼き付き、白ズミ、フリッカなどの画質
劣化を生ずる。他方、Ｖ

com2
を最適Ｖ

com
に対して±

０．１Ｖの範囲内とした場合には、Ｖ
com1
が最適Ｖ

com

に対して±０．１Ｖの範囲内から逸脱し、その結果、透
過部１９ａの位置で、焼き付き、白ズミ、フリッカなど
の画質劣化を生ずる。図３に示す従来の液晶表示装置１
では、このような理由で、透過型としての利用時及び反
射型としての利用時の双方において画質劣化を防止する
ことができなかった。
【００３４】本発明者は、図３に示す従来の液晶表示装
置１において、Ｖ

com1
とＶ

com2
との差が大きい理由につ

いて解析を行った。その結果、透過部１９ａの材料と反
射部１９ｂの材料とが互いに異なるため、すなわち、そ
れらの間で仕事関数が互いに異なるため、液晶層４に印
加される電圧のグランドレベルが相対的にシフトしてい
ることが原因であること突き止めた。
【００３５】本発明者は、かかる知見に基づき、図１に
示すように、透過部１９ａを構成する透明導電層１８で
反射導電層１７の液晶層４側表面を被覆すれば、透過部
１９ａと反射部１９ｂとの間で仕事関数を互いに等しく
することができると考えた。すなわち、透過部１９ａと
反射部１９ｂとに図１に示す構成を採用することによ
り、Ｖ

com1
とＶ

com2
とを互いに等しくすることができ、

Ｖ
com1
及びＶ

com2
の双方を容易に最適Ｖ

com
に対して±

０．１Ｖの範囲内とすることができることを見出した。
したがって、図１に示す構成によると、透過型としての
利用時及び反射型としての利用時の双方において画質劣
化を容易に防止することが可能となる。
【００３６】本実施形態において、透明導電層１８の透
過部１９ａを構成している部分と反射部１９ｂを構成し
ている部分とは繋がっていることが好ましい。この場
合、それらを互いに電気的に接続するための配線などを
別途設ける必要がない。
【００３７】本実施形態において、透明導電層１８の透
過部１９ａを構成している部分と反射部１９ｂを構成し
ている部分とは、それぞれ別々の工程で形成してもよ
く、或いは、同一工程で同時に形成してもよい。前者の
場合、透明導電層１８の透過部１９ａを構成している部
分と反射部１９ｂを構成している部分とで膜厚を異なら
しめることができる。また、後者の場合、製造プロセス
を簡略化することができる。
【００３８】透明導電層１８の厚さに特に制限はない
が、通常は、３０ｎｍ乃至１５０ｎｍの範囲内である。
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7
透明導電層１８が過剰に薄い場合、反射導電層１７が反
射部１９ｂの仕事関数に影響を与えるが、３０ｎｍ以上
であれば、透過部１９ａと反射部１９ｂとで仕事関数を
ほぼ等しくすることができる。また、この場合、透明導
電層１８の電気抵抗（シート抵抗）も十分に小さな値と
することができる。なお、仕事関数及び電気抵抗の観点
では、透明導電層１８をより厚くすることが好ましい
が、厚い透明導電層１８の成膜には長時間を要する。し
たがって、通常、透明導電層１８の厚さは１５０ｎｍ以
下とする。
【００３９】上述した実施形態では、反射導電層１７の
直上に透明導電層１８を形成したが、反射導電層１７と
透明導電層１８とを電気的に接続すれば、それらの間に
は透明な他の層を介在させてもよい。なお、反射導電層
１７と透明導電層１８との間に介在させる透明な層が絶
縁層である場合には、例えば、その絶縁層にコンタクト
ホールを設けることなどにより、反射導電層１７と透明
導電層１８とを電気的に接続することができる。
【００４０】また、上記実施形態では、ブラックマトリ
クス２２及びカラーフィルタ層２３を対向基板３に設け
たが、それらはアクティブマトリクス基板２に設けても
よい。さらに、液晶表示装置１の表示モードに特に制限
はなく、ＴＮモードやＶＡＮモードのような複屈折モー
ドであってもよく、他の表示モードであってもよい。
【００４１】
【実施例】以下、本発明の実施例について説明する。
（実施例）本実施例では、以下に説明する方法により図
１に示す液晶表示装置１を作製した。なお、本実施例で
は、透過部１９ａ及び反射部１９ｂは図２に示す形状に
形成した。
【００４２】まず、通常のＴＦＴ形成プロセスと同様に
成膜とパターニングとを繰返し、ガラス基板１１上にア
ドレス線１３などの配線、層間絶縁膜１４、及びＴＦＴ
１５を形成した。次に、ガラス基板１１のＴＦＴ１５な
どを形成した面に、透明樹脂層１６を形成した。なお、
透明樹脂層１６の表面には上述した方法により凹凸構造
を形成した。
【００４３】次いで、透明樹脂層１６上に、所定のパタ
ーンのマスクを介して銀をスパッタリングした。その
後、この銀膜上にレジストパターンを形成し、このレジ
ストパターンをマスクとして用いて銀膜の露出部をエッ
チングした。以上のようにして、銀からなる反射導電層
１７を得た。
【００４４】続いて、ガラス基板１１の反射導電層１７
を形成した面に、所定のパターンのマスクを介してＩＴ
Ｏをスパッタリングした。その後、このＩＴＯ膜上にレ
ジストパターンを形成し、このレジストパターンをマス
クとして用いてＩＴＯ膜の露出部をエッチングした。以
上のようにして、ＩＴＯからなる厚さ１００ｎｍの透明
導電層１８を得た。なお、本実施例では、透明導電層１
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８の透過部１９ａを構成する部分と反射部１９ｂを構成
する部分とは同時に形成した。
【００４５】さらに、ガラス基板１１の透明導電層１８
などを形成した面にポリイミド膜を形成し、これにラビ
ング処理を施すことにより配向膜を形成した。このよう
にして、アクティブマトリクス基板２を完成した。
【００４６】上述した方法でアクティブマトリクス基板
２を作製する一方で、別途用意したガラス基板２１の一
方の主面上に、常法によりブラックマトリクス２２及び
カラーフィルタ層２３を順次形成した。次いで、ガラス
基板２１のカラーフィルタ層２３などを形成した面に、
共通電極２４として、スパッタリング法を用いてＩＴＯ
膜を形成した。続いて、この共通電極２４の全面に、ア
クティブマトリクス基板２に関して説明したのと同様の
方法により配向膜を形成した。以上のようにして、対向
基板３を完成した。
【００４７】次いで、アクティブマトリクス基板２と対
向基板３の対向面周縁部とを、それらの配向膜が形成さ
れた面が対向するように及び液晶材料を注入するための
注入口が残されるように接着剤を介して貼り合わせるこ
とにより液晶セルを形成した。なお、この液晶セルのセ
ルギャップは、アクティブマトリクス基板２と対向基板
３との間にスペーサとして樹脂ビーズを介在させること
により一定に維持した。
【００４８】その後、この液晶セル中に液晶材料を通常
の方法により注入して液晶層４を形成した。続いて、液
晶注入口を紫外線硬化樹脂で封止し、液晶セルの両面に
λ／４波長板５及び偏光フィルム６を貼り付け、背面側
にバックライト７を配置することにより図１に示す液晶
表示装置１を得た。
【００４９】次に、上述した方法で作製した液晶表示装
置１について、Ｖ

1
＝９Ｖ，Ｖ

2
＝１Ｖに設定して、Ｖ

com1
及びＶ

com2
を測定した。その結果、Ｖ

com1
及びＶ

com2
のいずれも約４．６Ｖであった。すなわち、反射部

１９ｂに関する最適Ｖ
com
であるＶ

com1
と、透過部１９

ａに関する最適Ｖ
com
であるＶ

com2
とを一致させること

ができた。
【００５０】また、この液晶表示装置１について、Ｖ

1

＝９Ｖ，Ｖ
2
＝１Ｖ，Ｖ

com
＝４．６Ｖに設定して、実際

に、画質劣化が発生するか否かを調べた。その結果、液
晶表示装置１を反射型として利用した場合及び透過型と
して利用した場合のいずれにおいても、焼き付き、白ズ
ミ、フリッカなどの画質劣化は全く発生しなかった。
【００５１】（比較例）本比較例では、上記実施例で説
明したのとほぼ同様の方法により図３に示す液晶表示装
置１を作製した。なお、本比較例では、透過部１９ａ及
び反射部１９ｂは図２に示す形状に形成した。また、本
比較例では、反射導電層１７の材料として銀の代わりに
アルミニウムを使用し、反射導電層１７と透明導電層１
８とは接触させずにモリブデンを介して電気的に接続し
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た。
【００５２】この液晶表示装置１についても、Ｖ

1
＝９

Ｖ，Ｖ
2
＝１Ｖに設定して、Ｖ

com1
及びＶ

com2
を測定し

た。その結果、Ｖ
com1
は約５．０Ｖであったのに対し、

Ｖ
com2
は約４．５Ｖであった。すなわち、反射部１９ｂ

に関する最適Ｖ
com
であるＶ

com1
と、透過部１９ａに関

する最適Ｖ
com
であるＶ

com2
との間に、約０．５Ｖもの

差を生じた。
【００５３】この液晶表示装置１について、Ｖ

1
＝９

Ｖ，Ｖ
2
＝１Ｖ，Ｖ

com
＝５．０Ｖに設定して、画質劣化

が発生するか否かを調べた。その結果、液晶表示装置１
を反射型として利用した場合には画質劣化は殆ど生じな
かったものの、透過型として利用した場合には、焼き付
き、白ズミ、フリッカなどの画質劣化が発生した。
【００５４】また、この液晶表示装置１について、Ｖ

1

＝９Ｖ，Ｖ
2
＝１Ｖ，Ｖ

com
＝４．５Ｖに設定して、画質

劣化が発生するか否かを調べた。その結果、液晶表示装
置１を透過型として利用した場合には画質劣化は殆ど生
じなかったものの、反射型として利用した場合には、焼
き付き、白ズミ、フリッカなどの画質劣化が発生した。
【００５５】すなわち、本比較例に係る液晶表示装置１
では、Ｖ

com
を変化させることなく、液晶表示装置１を

反射型として利用した場合及び透過型として利用した場
合の双方で画質劣化を防止することはできなかった。
【００５６】
【発明の効果】以上説明したように、本発明では、画素
電極の反射部を構成する反射導電膜の液晶層側表面を、
画素電極の透過部を構成する透明導電膜の材料と同一の
材料からなる透明導電膜で被覆する。そのため、反射部
と透過部との間で仕事関数を等しくすることができ、し
たがって、液晶表示装置を反射型として利用した場合及
び透過型として利用した場合の双方で画質劣化を防止す
ることが可能となる。すなわち、本発明によると、透過*
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*型としての利用時及び反射型としての利用時の双方にお
いて画質劣化を防止することが可能な液晶表示装置が提
供される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を概略
的に示す断面図。
【図２】図１に示す液晶表示装置で利用可能な構造の一
例を概略的に示す斜視図。
【図３】従来の液晶表示装置を概略的に示す断面図。
【符号の説明】
１…液晶表示装置
２…アクティブマトリクス基板
３…対向基板
４…液晶層
５…λ／４波長板
６…偏光板
７…バックライト
１１…透明基板
１３…アドレス線
１４…層間絶縁膜
１５…スイッチング素子
１６…透明樹脂層
１７…反射導電層
１８…透明導電層
１９…画素電極
１９ａ…透過部
１９ｂ…反射部
２１…透明基板
２２…ブラックマトリクス
２３…カラーフィルタ層
２４…共通電極
３１，３２…矢印

【図１】 【図２】
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与透明导电膜18相同的材料制成。
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